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今月は、大谷大学教授を務められた信國淳
の ぶ くにあつし

先生が述べられたなかの一文です。このなか

で「死ぬべき身としてこそ生を始める」とあ

らわされておりますが、私たちは、この世に

生を受けたときから死のカウントダウンが始

まります。私たちはみな生老病死の苦しみか
しょうろうびょう し

ら逃れることはできない、その現実を生きて

いるのである、ということをお示しくださっ

ているのではないでしょうか。

私たちが、自らの「生(老病)死」を見つめ

るきかっけは、他者の「生(老病)死」を通し

てです。たとえば、蓮如上人がご門弟に宛て
も ん てい

て書かれたお手紙(『御文章』)のなかで無常
ご

観をおっしゃるようになったのは、妻子の死

を契機としてです。いくつもの悲しみを体験

されたことによって、自らの根本的な問題と

して「いのち」と向き合われたのではないで

しょうか。さらに重要なのは、上人は無常で

あるとだけおっしゃってはいません。いのち

のはかなさを述べるだけでは、「諦め」でし
あきら

かありません。その後に、「後生の一大事を
ご しょう い ち だい じ

心にかけて、阿弥陀仏をふかくたのみまゐら

せて、念仏申すべきものなり」とお示しくだ

さっています。

私たちの「いのち」ははかないものですが、

だからこそ、永遠のいのちとして浄土に生ま

れさせようとおはたらきになっている阿弥陀

さまのお救いをいただくべきである、とされ

ています。「いのち」の尊さを感じることが

できるのは、上人ご自身が阿弥陀さまのおは

たらきにあずかることの大切さを感じられた、

そのままのお心をお説きになっているからだ

と思います。

（本願寺出版社刊「大乗」誌掲載

『月々のことば』より抜粋 転載）

今月法語カレンダーのことば

人間は死を抱いて生まれ 死をかかえて成長する
にんげん し いだ う し せいちょう

▲ 今年は花芽が六つつきました （６月２６日撮影・当山にて）
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下記の日は当山で高千穂組の法
座を開きますので仏事はお受けで
きません。

◎ ９ 月
１１日 終日

仏事お休みのお知らせ

ホームページ開いています。

ＵＲＬ https://konkouji.jp/

7月9日現在アクセス数 105.150人
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追
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瀧
タ
ツ
エ
様

一
周
忌

前
坊
守
釋
妙
順

月
忌

六

日

松
永
松
義
様

三
回
忌

七

日

石
井
榮
子
様

七
回
忌

石
井

榮
様

三
十
三
回
忌

石
井
ア
イ
子
様

三
十
三
回
忌
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鸞
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忌
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５月、６月、次の金光寺門信徒の

方がご往生なさいました。謹んでお

悔やみ申し上げます。

２０２０年 ５月５日 満７８歳

長 峰 靏 川 文 雄 様

２０２０年 ６月１３日 満102歳

渡 瀬 高 橋 キミ子 様


